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新開発の分子模型製作
技術方法の確立の必要
性 
CGに代わる実空間型
次世代分子シュミレ
ーション 
◎ すべての分子を作製可能
◎ 安価 
◎ 普及版理科教材としての
製品化 
従来の分子模型作製
キット 
★ 分子模型作製キット・フラーレン
作製キット 
★ インテリアへの応用及び製品化 
★ 分子模型型玩具モレキュラージャ
イロの製品化 
● あらゆる分子模
型に対応していな
い． 
● 高価である． 
●普及してない． 
自立変形型分
子模型作製の
開発 
 
 現在市販されている分子模型キットでは，原子として硬質のプラスチック球や多面体が用いられてい
るが，球数(200 ほど)も球種も少なく，特殊な分子の作製には不向きでありかつ数万円ほどする高価な
ものである．そこで，発泡スチロール球と爪楊枝という安価な素材を利用し，新開発のポインター（特
許申請中）により全ての球種に対応することが可能となったことで，事実上すべての分子模型の製作が
安価に行えるようになった．このシステムを理科教材として普及させたい． 
特願中
シーズ
2πr・180/360
2πr・109/360
120°
：sp3混成軌道のポイント
OHPシートに印刷切り出
し，４ポイントに熱した千
枚通しで穴をあける
メタン型分子を作製するとき
のポインター 
●ポインターは一種の計測器具と
して，分子模型を作製するときの
各種原子の結合ポイントを割り出
すときに使用する．各球種および
サイズに合わせて必要な種類を開
発した． 
フラーレン ドデカヘドラン 
ポインター開
発
